
 

  

 

初めての世界社会奉仕事業（ＷＣＳ） 

旭川モーニングロータリークラブ2006.～07年度  

国際奉仕委員会 委員長 河﨑 髙麗男 

委員 太田 耕嗣 飛彈野 正幸 

国際奉仕委員会としてのロータリー財団支援活動で何か国際奉仕事業を取り組んで視ようと検討中。 

2500 地区協議会の席上にて地区世界社会奉仕委員会より協力支援するので、是非取り組んでほしいと要

請もあり、クラブ国際奉仕委員会で協議実行することにした。 

次年度深田会長に報告、承認を得た私達国際奉仕委員会は、初の取り組みは自分達にとっても、クラブ

にとっても大変勉強になることであると理解して行動を開始する。 

2006..05.06. 地区より D3400 よりインドネシアからの 2 つの提案が英文で送られてきた。 

その 1 は、「母子の健康」で、｢母性保護・妊婦の健康管理｣として「母性を救ってください」との呼びかけに

関するものと、その 2 は、「森林教育」に関するものである。早速クラブ国際奉仕委員会でどれを選択する

か協議した結果、1.の「母子の健康プロジェクト」を選定した。 

1. 初めての MG (Matching Grants)を活用するWCS (World Service committee)事業｢奉仕の実践｣の

取組みである。 3400 地区インドネシア・スラバヤ・ツンジャンガ RC「母性を救ってください」との呼び掛に

応え「母性（妊婦）の健康管理と保護」に関するプロジェクトの支援を実行することにした。 

・趣旨は、母性、妊婦のおかれている環境の悪化、激しい貧血による敗血性ショックや子癇等による死亡 

率が非常に高く、家族の教育と公共医療機関の緊急整備が必要とするものであり、1994 年以来スバラ 

ヤ市で実施している「母性（妊婦）健康管理と保護」の基礎づけをするものである。 

１．妊婦の精神安定と安産への改善、貧しい母性への資金援助 

２．家族の理解（教育の強化）「母性（妊婦）健康管理保護」の基礎づけをする。 

３．医師・助産婦、健康管理の知識と技術の向上に努める。 

・事業費、資金計画 

スラバヤ・ツンジャンガ RC：1,000＄（Cash）・旭川MRC：1,000＄（Cash）・第 2,500 地区 6,500＄（DDF） 

・Ｒ財団補助金：7,500＄（WF） 合計 16,000＄プロジェクト事業予算総額135,720,000 ルピア(現地通 

貨)が計上されている。 

WCS事業は、1年～3年の長期の事業となる事もあり、中間報告・最終報告書の確認等を求められ最終ま

で担当委員として責任を持つ事を強く求められた。 

2006.07.06 深田会長より今月の理事会に提案説明、承認を得るよう要請あり、クラブ理事会にて地区

推奨WCS事業 「母性（妊婦）の健康管理・保護（家族計画）」に関する MG(Matching Grants)の取組み、

提案説明してクラブ理事会全員の承認、当クラブ国際奉仕委員会として取組むことを地区世界社会奉仕

委員会に通知する。 

財団プロジェクトに参加することと、相手クラブと友情を深めることが目的である。・相手クラブインド

ネシア・スラバヤ・ツンジャンガ RC にプロジェクト受理の連絡をする。 



 

  

 

2006.06.01. 現地から来たメール 

2006.8.30.クラブ協議会にてこのプロジェクトの趣旨、母性、妊婦のおかれている環境の悪化、激しい貧

血による敗血性ショックや子癇等による死亡率が非常に高く、家族の教育と公共医療機関の緊急整備が必

要である事と妊婦の精神安定と安産への改善、貧しい母性への資金援助、家族の理解（教育の強化）1994

年以来スバラヤ市で実施している「母性（妊婦）健康管理保護」の基礎づけをする事と、医師・助産婦、健康

管理の知識と技術の向上に努める事の目標を説明し、旭川MRC としての事業費 1,000＄を国際奉仕委

員会事業費と予備費からの拠出承認を得た。 

事業開始にあたり RI ロータリー財団（TRF）への手続きについて説明。相手クラブより事業計画書及び

事業調査報告書をロータリー財団に申請と同時に、相手クラブより事業申請書類が送られてくる。 

RI のロータリー財団（TRF）にプロジェクト申請書の手続きを行うが，申請書を提出してからロータリー

財団での手続きに時間がかかる（６ヶ月から２年かかることもある）このような流れになるようだと説明

する。 

●問題発生、2500地区豊島ガバナー年度に韓国との WCS事業が実施され、未だ決算報告書が提出さ

れておらず完了しなければ新規事業が取組まれないことが判明，地区は早急に韓国との対応を進めてい

ると報告あり。 

2006.09.20. 先方から準備ができたので数週間中には申請書を発送すると連絡があったがなにも届か

ず，ようやく 11.01 インドネシアより TRFへのプロジェクトの申請書が着たとの連絡あり、原本にサイン

等が必要なので翻訳、2006.11.08 旭川モーニング RC での申請書に記入。深田会長、河﨑国際奉仕委員



 

  

 

長、太田委員、武田財団委員長、其々のサインを頂き申請書作製、地区へ送信、副島ガバナーのサインをも

らい財団（TRF）に送付した。 

 

 

 

今後の諸連絡は直接TRF(The Rotary Foundation)の Mai Katayama さんという日系人スタッフが対

応する事になり、インドネシア側は Thomas Aquinas という人がカウンターパートナーになることがわか

りました。カタヤマさんへの連絡も一応英文になるが、ワードで作成した文書をメールに添付する形での

日本文での交信も可能だと連絡がありホッとしている。 

相手方より担当する Thomas Aquinas 氏の写真送られてきた、

右の赤いブレザーを着た人です。 

2006年 12月 7日木曜日の午前5時 56分TRF の Mai 

Katayama よりプロジェクト申請書の受理し 61,585＄の交付金の

準備を進める旨のメールあり。計画予算書を提出するようインド

ネシア WCS 委員長トーマスに要請メールあり、しかし、私からも

Thomas に再三催促のメールを打つが返事無し、ようやく 2007年 1月 19日WCS 委員長Thomas より

この遅ればせの回答お詫びしますというメールが届く。135,720,000（ルピー）の実行予算書のメールが

届き、予算計画書等をコピーして深田会長予算リストを各委員に配布する。 

いよいよ事業の承認かと思いきや申請書の内容検討に入り

TRF から質問事項が、回答書、計画書の不備書類の再提出と

Thomas とのやり取りのメールが飛び交っている様子が TRF 

Mai Katayama から送られてくる。 

2007.2.15.クラブ協議会にて上記の様子を報告、スタートまでに

時間がまだまだ掛りそうだと報告する。 

2007.2.16. Thomas より爽快ナメロデェーと豚の踊りが入った

新年の挨拶メールが届く、大変面白いものである。クラブ例会に皆さんに報告する。 

2007.5.7. TRFより MG61585 承認のメール届き、5/10 クラブ例会委員会報告、今年度取組んでいる

WCS事業「母性（妊婦）の健康管理・保護（家族計画）」に関する MG の取組み承認の通知が TRF より来

たことを報告。 

2007.05.16 TRF からの承認受託の書類の確認をし、深田会長よりサイン書類作製して日本事務局に

「送金趣旨と口座確認」のＦＡＸを入れロータリー財団日本支局へ 1000＄送金する。 



 

  

 

TRF Mai Katayama に MG61585 承諾書と書類をメールで送り、インドネシア･Thomas へ旭川モーニ

ング RC としての MG61585承認手続き完了（承認書類のコピー）のメールを送る。 

2007.05.18.メッセージありがとうございます。International Agreement form，確かに受領いたしまし

た。入金の確認には通常 2～3週間かかります。 インドネシアからはまだ何も届いておりませんと Mai 

Katayama よりメール、また、私たちは時々このプロジェクトの進歩をあなたにお知らせするつもりです

と連絡あり、これは、あなたのサポートのためのあなたのクラブは突出していますとメールを受ける。 

あなたと、より多く協力するのを楽しみにしていますと Thomas からのメール［MG61585 承認手続き

完了（承認書類のコピー）を深田会長・各国際奉仕委員会委員に配布］。 WCS事業取り組みから承認まで

1 年も掛った事をクラブ例会にて報告する。 

2007年 10月 4日クラブ例会委員会報告にて MG61585 インドネシアのプロジェクト開始第一ステップ

の様子の写真と新聞報道を拡大コピーにて報告する。 

     

         

2008年 2月 14日 ＊クラブ例会 プログラム 財団資金の使われ方で〔プロジェクターにて説明〕

MG（マッチンググランド）の中で、当クラブの取組み報告をする。 

●問題発生、クラブ内でロータリーは一年で役職は交替するもので MG 担当が続けて居るのはおかし

い、今年度国際奉仕委員会に引き継ぐべきだと異論発生、MG の事業が終わるまで担当委員は変えられ

なく最後まで責任をもって事業を遂行する事に成っていると説明しても聞入られず MG担当委員会で協

議して 2007～08年度クラブ国際奉仕委員会に引き継ぐことにした。 

（その後MG61585 の報告は 2007～08 年度クラブ国際奉仕委員会から何も報告なくインドネシアとど

の様な遣り取りをしているかわからなくなった。）しかしながら TRFへは委員会又委員の変更は認められ

ず私が従来通り MG コンタクタ―として TRFと MG Thomas 委員長と連絡する事にした。 

2008.6.18 Thomas よりスケジュールが半年ほど遅れているが第 2 ステップ終了のメールが来た。

2008.7.31 Thomas より MG#61585 プロジェクト第 3 ステップ 8月4日から 8 日まで実施予定のメール



 

  

 

を受ける。ステップ 4 はまだ予定されていないが、決定された時あなたにすぐに知らせるだろう、来るの

は最高の時でしょう、と返事あるがクラブ国際奉仕委員会からの報告は何もない。。 

2008.8.31. Thomas よりメール、MG61585 プロジェクト様子（ステップ 3,）の写真メールを受ける。 

 

4 番目のステップが決定されるとすぐにあなたに次のステップのスケジュールを知らせます。 

あるいは、もしあなたがインドネシアへのスケジュールを整えていれば、私たちはこのプロジェクトとそ

れとを一致させるでしょう。あなたと協力することは私たちの楽しみですと返事有り、2008～09年度竹

澤会長に報告する。 

2008.09.03.*2500 地区幹事より MG61585 プロジェクト中間報告要請あり、

地区大会の席上「地区世界社会奉仕功績賞」の特別表彰予定であるので早急

に提出するようにと私に連絡が来た。 

2008.09.04.竹澤会長に報告、クラブ国際奉仕委員会で対応するよう要請し

たが、事業の中身がわからないと、私に報告書作制依頼が来た。やむなく報告

書作成し写真を添付地区事務所に送付、急々の作業であったが無事「地区世

界社会奉仕功績賞」を地区大会の席上で特別表彰受けることができた。 

2008.08. Thomas にメール、TRF への事業中間報告の必要性と当クラブへ

の報告を依頼する。 

 2008.09.04. Thomas よりメール、4 番目のステップが決定されるとすぐにあなたに次のステップのス

ケジュールを知らせます。あるいは、もしあなたがインドネシアへのスケジュールを整えていれば、私たち

はこのプロジェクトとそれとを一致させるでしょう。あなたと協力することは私たちの楽しみです。とメ

ールあり、クラブ国際奉仕とインドネシアのやり取りは全く分からないので、すぐ竹澤会長に報告する。 

P.S.私に電子メールを、:thomas16388@yahoo.com。とメールアドレスの変更があり何となく心配である。 



 

  

 

2008.11.27. Thomas よりメール、クラブ国際奉仕委員会に MG61585プロジェクト第 4 ステップは今

年度中に終了するスケジュール等資料を渡し、旭川MRC からの訪問に合わせて行う予定なので竹澤会

長と桑原国際奉仕委員長に訪問日時を決めてほしいと連絡が来ていることを報告する。 

2008.12.18.MG61585 プロジェクト 12 月中に終了予定。3 月に訪問予定参加者を募る。是非出席をと桑

原国際奉仕委員長より報告があった。 

2008.12.22. MG61585中間報告TRFへのメールあり、 CC にて送信されてきた。 

WCS プロジェクトの医療関係者及び妊婦の研修内容が送付されて第３ステップが終了されたようだ。 

 

◎2009.01.21.旭川モーニング RC より MG61585 現地訪問に３名の方が決定した。 

Dispatch member 

                   

chairman Takezawa,          sub-chairman Takemura,       Former Chairman Hidano 

2009.02.06. Thomas Aquinas 氏にメール上記３名が第４ステップに 3月 10 日～16 日の予定で現地

訪問する。私も現地訪問し楽しみにしていたが変形股関節損傷にて歩行困難となり、手術予定で約束の訪

問できず大変残念とメールで送る。 

 

2009.03.19. MG61585 団員３名の現地訪問報告があり、大歓迎を受けてきたようだ。  

   



 

  

 

2009.03.25. Thomas よりメールあり素晴らしい第4 ステップが終了した事への感謝と TRFへの事業

最終報告書の写しが送付されてきた。 

インドネシアからのご挨拶。3月 25 日に提出された、MG#61585 の経過報告書と写真を同封していま

す。最近、銀行取引明細書と口座番号がある追加ページはあなたへの cc です。また、昨年TRFに送られ

たいくつかの写真をあなたに転送するでしょう。と送られてきた写真 

 

 

 

私たちが昨年にした多くの活動が、ロータリーによって行われて、プログラムは支えられています。  

私たちは 2カ月以内にこれらの中のデータが集まっているこのプログラム、分析、評価、および最終的な

社会主義化を成立させるつもりです。 

このプログラムへのサポートありがとうございます。それでは、Thomas と素晴らしい MG (Matching 



 

  

 

Grants)を活用する WCS (World Service committee)事業｢奉仕の実践｣の取組み、3400地区インドネシ

ア・スラバヤ・ツンジャンガ RC「母性を救ってください」との呼び掛に応え「母性（妊婦）の健康管理と保 

護」母性、妊婦のおかれている環境の悪化、激しい貧血による敗血性ショックや子癇等による死亡率が非

常に高く、家族の教育と公共医療機関の緊急整備が必要とするものであり、妊婦の精神安定と安産への改

善、家族の理解（教育の強化）「母性（妊婦）健康管理保護」の基礎づけの教育、医師・助産婦、健康管理の知

識と技術の向上の成果に旭川モーニングロータリークラブとしてプロジェクトの支援に関われた事大き

な成果を上げた事に初めての国際奉仕事業を担当した私達は大変感銘を受けた事業でした。 

 

●問題発生 

2011.06.07. TRF 担当Hanae Kimから最終報告書に不備があり、•銀行取引明細書。損益計算書と相関

する銀行取引明細書を提供してください。•署名の証明。受託者のガイドラインに従って補助金が使われたこと

を確認するレポートフォームの証明用署名は、不完全でした。クラブ会長が適切に承認したレポートのコピー

を提出してください。まだ最終報告が完了していないことが判明した。 

2011.06.28.TRF Hanae Kimにメール#61585には、2009年 3月に旭川モーニングRCメンバーがスラ

バヤの現地を訪問しプロジェクトの進行を確認し友好を深めてきた。その後プロジェクトの完結を確認すべく

Thomasに何度かメールを送り、最終報告の確認をしておりますが、何の連絡もなく心配していた処です。 

また、2010年8月に 2500地区と 3400地区のGSE交換でもGSEチ―ムリーダー Ms.MarinaYuiva 

Siregarにも Thomasに伝言を依頼しておいたが何の連絡もありません。Thomasもガバナーの要職で大変

だと理解をしながらも早く最終報告を願っていますとメール打つ。 

2011.06.28. 2500地区世界社会奉仕委員会委員長に TEL Thomas Aquinasと連絡を取り解決してほし

い旨依頼する。地区世界社会奉仕委員会でも状況を把握しており早急に現地訪問し対応の約束を得る。 

2012.07.03. TRF Hanae Kim よりインドネシアより TRFが要求する書類が揃いこの要求を満たすことの

中のあなたの協力は非常に評価されます。必須情報がすべて含まれているとともに、最終報告書に、基礎は

ファイルをマークするでしょう。とメールあり。 

D3400とD2500の#61585ようやく.TRFより最終完了となったのである。 

D3400とD2500のMG (Matching Grants)を活用する WCS (World Service committee)事業｢奉仕の実

践｣の取組みであったが、プロジェクトそのものは“母子の健康”については地域行政と医療機関が一体と

なり地域の家族計画を中心として妊婦の保護.意識改革とし素晴らしいプロジェクトであった。 

しかしながら我がクラブの中には内容は別としてプロジェクト完了まで６年間の時間を要したことで国際奉仕委

員会の取り組みに事業失敗と評言されていたことを聞き大変残念な想いであった。 

初めてのMG を活用する WCS事業は遠く離れた異国との事業、言葉も交わせず屈曲もありながらも

メールのみの交換初体験で交流支援が出来る rotary の素晴らしさを体験出来た事に大変感謝している。  

“ロータリーとは何”国際貢献に取り組み世界を豊かに“世界で良いことをしよう。”平和に取り組むのがロータリ

ークラブ。日本は素晴らしい。何時しか又、世界社会奉仕活動ができることを願っています。 


